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１．はじめに 

 

わが国はかつて経験したことのない継続的な人口減少

と少子高齢社会を迎えつつあり、今後も高齢化は一層進

展するものと想定されている。特に中山間地域などの条

件不利地域では、1960年代中頃からの人口の社会減（人

口流出）により、地域の人口構成のバランスが崩れ地域

社会の弱体化、活力低下が顕著となった。中山間地域等

の条件不利の度合いが高い地域においては、集落の小規

模化、高齢化により集落機能の維持が困難になった集落

が相当数出現しており、国土交通省、総務省の調査１）

によると、全国の過疎地域に存在する集落約62,000のう

ち、集落機能の低下又は機能維持が困難である集落は約

9000、今後10年以内に消滅又はいずれ消滅の可能性があ

る集落は約2600存在するとされる。 

わが国の中山間地域は、治山、治水の重要な役目を担

っており、国土管理の観点からも重要な地域であること

から、機能維持が困難な集落を支援することも重要であ

る。このような地域の活力や集落の維持には、様々な生

活関連機能を享受できるかが影響していると考えられる。

国土交通省の調査２）において、生活する上で一番困っ

ていることとして、「近くに病院がないこと」が20.7%

と最も多く、次いで「救急医療機関が遠く、搬送に時間

がかかること」19.1%、「近くで食料や日用品を買えな

いこと」15.8%の順に多いことからも明らかである。こ

のような地域で生活関連機能を享受可能とするためには、

モビリティの確保が重要な支援方策の一つであろう。 

当該地域の支援方策を具体的に検討するためには、買

物、通院などの生活行動を把握することが重要である。

日常の生活行動の把握手法としては、パーソントリップ

調査（ＰＴ調査）、アクティビティダイアリー調査（Ａ

Ｄ調査）などが一般的であるが、この種の調査手法は、

設問項目が複雑で高齢者が多い地域では有効とは限らな

い。また、通勤・通学以外の私用トリップが多い地域で

は、別の設問項目のほうが有効であるとも考えられる。 
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本稿では、国土交通省が実施した全国都市交通特性調

査を用いて中山間地域におけるマクロな交通実態を明ら

かにするとともに、既存研究の知見を整理して、中山間

地域における望ましい交通実態把握方法を提案する。 

 

２．日常の生活行動の把握手法の例 

日常の生活行動の把握手法として、ＰＴ調査とＡＤ調

査が挙げられる。ＰＴ調査は、抽出された調査対象者の

ある１日の行動についてアンケートを行うものであり、

「人の動き」着目したＯＤ調査であり、人がある目的

（例えば、通勤、買物等）を持って起点から終点へ移動

することを指す「トリップ」を把握する。そのため、Ｐ

Ｔ調査では、交通行動の起点（出発地）、終点（到着

地）、目的、利用交通手段、出発時刻、到着時刻などを

調査する。また、調査回答世帯の世帯構成、世帯員の年

齢、性別、職業等についても調査するのが一般的である。

従来、都市圏ＰＴ調査では、拡大処理を行った後に、総

交通量の把握、個人属性別の目的別手段別の生成原単位

（日平均トリップ数）の把握など集計的な分析が一般的

であり、分析に必要なサンプル数の確保が求められる。 

都市圏ＰＴ調査は、概ね人口30万人以上の都市を対象

としており、中山間地域を調査した例はほとんどない。

中山間地域も対象としたＰＴ調査の手法を活用した調査

として、全国都市交通特性調査がある。平成17年の全国

都市交通特性調査の町村調査では全国60町村の約3000世

帯について調査している。 

ＡＤ調査とは、１日や１週間などの活動内容を「アク

ティビティダイアリー」に整理し、活動から派生する日

常の交通行動を捉える手法である。西井ら３）はアクテ

ィビティ的な要素として「活動と交通を順次書き込んで

いくため、トリップベースの調査で抜け落ちる短距離ト

リップも補足しやすい」、ダイアリー的な要素として、

「日常的な買物や外食などの１週間に数回程度行う行動

を的確に把握できる」と指摘している。一方で、回答項

目が多く複数日の連続調査を行う場合はさらに負担が増

えることから、大規模な調査には適さないと考えられる。 

その他の調査手法として、日常の生活行動及び交通実

態について、目的別の外出頻度や交通手段を直接質問す

る方法も考えられる。 



３．全国都市交通特性調査による中山間地域の交通特性

の把握 

ＰＴ調査型の調査手法による分析の事例として、平成

17年の全国都市交通特性調査の町村調査のデータを活用

して中山間地域の交通実態について分析する注１。 

自動車運転免許保有状況別に生成原単位をみると、い

ずれの区分においても運転免許非保有の場合の生成原単

位が小さく、中山間地域は平野農業地域と比較して、運

転免許有無での生成原単位の差が大きい。特に中山間地

域の免許非保有の高齢者は１日当たり0.88トリップであ

り、この層の外出は相当少ないと考えられる（図-1）。 

自動車運転免許保有状況別の代表交通機関分担率をみ

ると、地域区分や年齢階級に関係なく、自動車運転免許

を保有していると移動のほとんどを自動車に依存してい

ることがわかる（図-2、図-3）。また、中山間地域は、

いずれの区分でも平野農業地域と比較して二輪車の分担

率が低く、自動車運転免許非保有では、平野農業地域と

比較して公共交通の分担率が高い。特に、運転免許非保

有の高齢者の移動の14％を公共交通が占め、約28％を徒

歩が占める。バスを中心とした公共交通が中山間地域の

高齢者の重要な交通機関であること、運転免許非保有の

高齢者は徒歩に依存しており行動範囲がかなり狭い可能

性があることがうかがえる。一方、買物目的の行動範囲

は、休日に町村外に出かける傾向が高く、15～64歳の自

動車運転免許保有層でその傾向が強い（図-4）。 

以上のように、ＰＴ調査型の調査手法においても、中

山間地域の交通実態の特徴を免許保有状況別、年齢別に

ある程度把握できる。しかし、中山間地域では、生活関

連機能の享受状況を把握することが重要であろう。指定

された平休各１日の交通実態を把握する全国都市交通特

性調査では、平日５日間における生活関連施設・サービ

スの具体的な利用状況の傾向や利用頻度は把握できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「運転免許無」には保有状況不明を含む 

図－1 平野農業地域・中山間地域の自動車運転 
免許保有状況別生成原単位 

資料）全国都市交通特性調査（2005）町村調査より集計 

敢えてＰＴ調査型の調査で頻度を把握するには、長期間

調査することになり、調査対象者の負担（特に高齢者の

負担）が相当大きくなるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「運転免許無」には保有状況不明を含む 

図－2 平野農業地域の自動車運転免許保有状況別 
代表交通機関分担率 

資料）全国都市交通特性調査（2005）町村調査より集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「運転免許無」には保有状況不明を含む 

図－3 中山間地域の自動車運転免許保有状況別 
代表交通機関分担率 

資料）全国都市交通特性調査（2005）町村調査より集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「運転免許無」には保有状況不明を「その他」には不明を含む 

図－4 中山間地域の自動車運転免許保有状況別 
買物目的地別生成原単位 

資料）全国都市交通特性調査（2005）町村調査より集計 
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４．中山間地域のモビリティに関する既存研究事例 

近年の中山間地域のモビリティを扱った研究事例（６

事例）について調査手法及び主な知見を整理する。 

（１）中山間地域のモビリティの調査手法の事例 

調査手法は、ＡＤ調査、ＰＴ調査、その他に分かれる。

生活行動に係る調査項目としてＡＤ調査、ＰＴ調査では、

活動内容あるいは移動目的、出発地、目的地、移動手段、

時刻を調査している。ＡＤ調査はいずれも１週間継続し

た調査であるが、その他の調査では対象期間を限るので

はなく、ふだんの移動状況として、目的別に目的地、外

出頻度、移動手段などを質問している。その他に生活行

動に関連する設問として、山内・柏谷は、起床・就寝時

間より可処分時間を算出し、国土交通省は平均的な１日

の時間構成を質問している。また、調査の目的に応じて、

診療所、路線バスの利用状況や生活満足度、生活で困っ

ていることなどが質問されている。 

（２）中山間地域のモビリティに関する主な知見 

今回整理した６事例における主な知見として次のよう

に整理できる。①高齢者・免許非保有者の移動の制約者

の外出率が低く、地区内での移動が多い。②活動目的に

あわせて目的地を選択している。③中心都市から遠い町

村でも中心都市に出かける。そのためトリップ長が長い。

中心都市の訪問時は複数の用事を済ませる。④経年的に

みると目的地が広域化しており、これはモータリゼーシ

ョンの進展によるもので地方部ほどその傾向が強い。⑤

中山間地域において確保すべき機能は、医療、買物の基

礎的な生活関連サービスである。 

 

表－1 中山間地域のモビリティを扱った既存研究事例 

設問項目 
 

調査 
手法 

対象地域 
回答
者数 

調査 
期間 世帯・個人属性 生活行動 その他 

主な知見 

三谷・

山内・

柏谷４） 

及び 

柏谷・

山内５） 

ＡＤ 
調査 

愛媛県 
九万町 
三川村 
面河村 
柳谷村 

238
人 

１週間 

年齢，性別， 
世帯主との続
柄，職業，免許
有無，自動車保
有台数，自宅・
職場の位置 

移動時刻， 
活動内容， 
目的地， 
移動手段， 
起床・就寝時刻 

－ 

活動目的に合わせて目
的地を選択。 
松山市から遠い村では
松山市訪問時は複数の
施設に立ち寄る。 
ほとんどの世帯で世帯
の誰かは１週間に１度
は松山市を訪問。 

元田・

高嶋・

堀篭・

及川６） 

ＰＴ 
調査 

岩手県 
岩泉町 
田野畑村 

1060
人 

１日 

年齢，性別， 
世帯主との続
柄，職業，免許
有無，自動車保
有台数 

出発地・目的地,
出発・到着時刻 
移動手段， 
移動目的 

日常生活と交
通に関する意
識調査 

過疎地域は都市部と比
較して外出率が低く、
特に高齢者で低い。 
過疎地域はトリップ長
が長く、地元での買い
物が少ない。 

森山・

藤原・

杉恵７） 

その他 
島根県 
大社町 

288 
人 

－ 

年齢，性別， 
職業，免許有
無，近くに住む
血縁者(有無・訪
問頻度) 

目的別外出頻度,
路線バス利用頻
度 

診療所の利用
状況・必要性, 
路線バスの利
用頻度・必要
性， 
地区内の改善
すべき施設・
サービス， 
生活満足度 

移動に制約を持つ高齢
者は、地区内での外出
行動が多い。 
高齢者は享受できる各
種サービスの水準は低
いが、必要以上のサー
ビスを求めておらず現
状に満足している傾向
が大きい。 

屋野・

柿本８） 

ＡＤ 
調査 

熊本県 
芦北町 

445 
人 

１週間 
年齢，性別， 
職業，免許有無 

(自宅外の行動) 
出発地・目的地,
移動手段， 
送迎状況 
活動時刻 

交通行動意識
調査 

免許非保有者の外出率
が低く、移動の約８割
が町内の移動。 

和気・

谷口・

阿部９） 

その他 
  ※ 

岡山県 
全域 

－ － 詳細不明 

目的別主な目的
地（市町村・購
買店舗）, 
所要時間， 
移動手段 

購買理由， 
不満理由， 

地方部での自動車への
シフトが急激である。
広域的な行き先の変更
が起こっている。（生
鮮食品の買物は地域中
心まで、非日常の娯楽
行動は中心都市まで）

国土 

交通省
２） 

その他 
全国から
20地区 
選定 

1849
世帯 

－ 

年齢，性別， 
職業，家族構
成，自動車運転
有無，インター
ネット利用有無 

平均的な１日の
時間構成， 
目的別外出頻度,
移動手段， 
所要時間， 

生活で困って
いること， 
日常生活が不
便になったと
き頼る人・必
要なサービス, 
今後の居住意
向 

生活のうえで困ってい
ることとして、通院、
救急医療、買い物など
生活関連サービスに関
することをあげる世帯
主が多い。  

※和気らは(財)岡山経済研究所が実施した岡山県民の生活行動圏調査を活用 



５．中山間地域のモビリティに関する調査手法の検討 

（１）中山間地域のモビリティに関する政策課題 

全国都市交通特性調査の分析結果や既存研究の知見よ

り中山間地域のモビリティに関する政策課題を整理する。 

中山間地域の日常生活は、集落内、役場周辺の町村の

中心部で営まれてきていた。しかし、人口減少や高齢化、

モータリゼーションの進展により、町村内での医療や買

物などの基礎的な生活関連サービスの機能の低下も危惧

される状況にあり、これらのサービスを享受するために、

中心都市に出かける必要性も高まっていると想定される。

一方、人口減少に伴い公共交通機関の維持が困難になり、

加えて自動車の運転ができない高齢世帯が増加している。

このような世帯では、基礎的な生活関連サービスすら享

受できない事態が発生すると想定される。このような状

況において、生活を維持するために最低限どの程度のモ

ビリティを確保すべきか検討することが重要であろう。

あるいは、支援方策として定期的な往診や安否確認、移

動販売車の活用なども検討に値するだろう。 

（２）中山間地域のモビリティに関する調査手法の検討 

上記の政策課題に対応して、次のような視点で中山間

地域のモビリティを把握する必要があると考える。 

①自動車利用可能性（運転免許・自動車の保有状況） 

中心都市への外出の必要性が高まることも想定される

ことから、世帯や個人のモビリティとして、回答者本人

及び世帯内の自動車運転免許、自動車の保有状況、家族

等による送迎可能性について確認することが考えられる。

高齢者については、今後の自動車運転の意向を確認する

ことも考えられる。 

②目的別の外出状況（頻度、目的地、交通手段など） 

実際の生活状況を確認するために、目的別の外出状況

として外出頻度、目的地、交通手段などを調査すること

が重要であろう。その際、食料品の買物や簡単な診察は

町村内で済ませるが、衣料品の買物や定期健診は中心都

市まで出かけるなど、機能の高低により目的地を選択し

ていることが想定されるため、細かな目的別に確認する

ことが重要である。交通手段については、自分で運転す

るのか、家族による送迎か、施設の送迎サービスの利用

かなど詳細に確認することも考えられる。 

調査手法は、中山間地域では回答者の高齢者の比率が

高く複雑な調査は好ましくないこと、また、１日や１週

間単位ではない頻度での外出も想定されることから、必

ずしもＰＴ調査、ＡＤ調査である必要はないと考える。 

③生活関連サービスの必要性と改善点 

中山間地域での支援方策を検討するために、②の外出

状況と併せて、目的地の選択理由、本当に必要な生活関

連サービスは何か、また現在のサービスへの満足度や改

善点についてたずねることも重要と考える。この設問に

より高齢者の生命線となるサービスを把握するとともに、

地域の担い手となる若年層、壮年層の意見を把握し、人

口流出を抑制することにも寄与すると考える。 

 

６．おわりに  

本稿では、全国都市交通特性調査の分析結果や既存研

究の知見より、中山間地域のモビリティに関する政策課

題と望ましい調査手法について整理した。今後、政策課

題をさらに明確にし、必要かつ十分な成果が得られる調

査手法を構築できるよう努めたい。 
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注１）全国都市交通特性調査の町村調査は全国の60町村の約30

00世帯が対象としている。１町村当たり約50世帯の調査である

ことから、町村別ではなく地域特性別の集計とすることが望ま

しい。本稿では、調査対象町村のうち、三大都市圏、地方中枢

都市圏以外の町村を平野農業地域、中山間地域に区分した。 
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